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HX データプラットフォームインストーラ OVA の展開
ESXサーバで、HXデータプラットフォームインストーラを展開します。HXデータプラット
フォームインストーラは、ESXサーバと、VMwareワークステーション、VMware Fusion、また
は仮想ボックスに展開できます。

次の手順は、vSphereクライアントを使用した例です。

Cisco HXストレージクラスタのノードとなる ESXサーバには、HXデータプラットフォーム
インストーラを展開しないでください。

（注）

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラ OVAを検索してダウンロードします。
a) ブラウザから、シスコのダウンロードの場所に移動します。プロンプトが表示されたらログインクレ
デンシャルを指定します。

b) HXデータプラットフォームストレージクラスタに使用されるストレージ管理ネットワーク上のノー
ドに HXデータプラットフォームインストーラをダウンロードします。
https://<Cisco_path>/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-<version>.ova
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ステップ 2 VMwareハイパーバイザを使用して、HXデータプラットフォームインストーラを展開します。インス
トーラの展開後、HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンが作成されます。
vSphereはシステム要件であり、vSphereシッククライアント、vSphereクライアント、またはシンクライ
アント、vSphere Webクライアントを使用できます。HXデータプラットフォームインストーラの展開に
は、VMwareワークステーション、VMware Fusion、または仮想ボックスを使用することもできます。

a) vSphere、VirtualBox、ワークステーション、または Fusionなどの仮想マシンハイパーバイザを開きま
す。

b) HXデータプラットフォームインストーラを展開するノードを選択し、[OVFテンプレートの導入
（Deploy OVF Template）]を開始します。次に例を示します。

• vSphere（シック）クライアントの使用：インベントリリストを展開し、ホストを選択します。
[ファイル（File）] > [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]の順に選択します。

• vSphereWeb（シン）クライアントの使用：[vCenterインベントリリスト（vCenter InventoryLists）]
> [ホスト（Hosts）] > [ホスト（host）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]の順
に選択します。

c) HXデータプラットフォームインストーラがどこにあるかを選択します。デフォルトを受け入れます。
適切なネットワークを選択します。

d) HXデータプラットフォームインストーラVMで使用するための静的 IPアドレスを入力します。これ
は、DHCPがネットワークに設定されていても必要です。これには、HXデータプラットフォームイ
ンストーラ VMのホスト名、デフォルトゲートウェイ、IPアドレス、ネットマスクを含めることがで
きます。

HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンに静的 IPアドレスを割り当てます。

これは、HXデータプラットフォームインストーラ VMの IPアドレスです。この IPアドレスは、HX
データプラットフォームインストーラを実行して、HXデータプラットフォームをインストールし、
HXデータプラットフォームストレージクラスタを作成するために必要です。

ハイパーバイザウィザードが、新しい VMに IPアドレスを割り当てるためにデフォルトで DHCPに
設定されている場合は、「静的 IPアドレスによる HXデータプラットフォームインストーラ OVAの
展開」の手順を完了させ、静的 IPアドレスを使用してHXデータプラットフォームインストーラVM
をインストールします。DNSはインストーラ VMから到達可能である必要があります。

e) [終了（Finish）]をクリックします。HXデータプラットフォームインストーラ VMが vSphereインフ
ラストラクチャに追加されるまで待機します。

ステップ 3 仮想マシンのリストに移動して、HXデータプラットフォームインストーラ VMを検索して、電源を入
れます。

HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンの推奨設定は、3つの vCPUと 4 GBのメモリで
す。これらの設定を小さくすると、CPUの使用率が 100%になり、ホストへのスパイクが発生する可能性
があります。

ステップ 4 HXデータプラットフォームインストーラの仮想マシンコンソールを開きます。
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初期のコンソールディスプレイには、HXデータプラットフォームインストーラ VMの IPアドレスがリ
ストされます。

Data Platform Installer.
*******************************************
You can start the installation by visiting
the following URL:
http://192.168.10.210
*******************************************
Cisco-HX-Data-Platform-Installer login:

ステップ 5 表示される URLをメモします。
この例では、URLはhttp://192.168.10.210です。このURLを使用して、HXデータプラットフォー
ムインストーラにログインします。

（注）

静的 IP アドレスによる HX データプラットフォームインストーラ OVA
の展開

ハイパーバイザウィザードが、新しいVMに IPアドレスを割り当てるためにデフォルトでDHCP
に設定されている場合は、次の手順を完了させます。

ステップ 1 VMware OVF Tool 4.1以降を、HXデータプラットフォームストレージクラスタに使用されるストレージ
管理ネットワーク上のノードにインストールします。VMwareのマニュアルを参照してください。

ステップ 2 HXデータプラットフォームインストーラ OVAを検索してダウンロードします。
a) ブラウザから、シスコのダウンロードの場所に移動します。プロンプトが表示されたらログインクレ
デンシャルを指定します。
https://<Cisco_path>/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-<version>.ova

b) ステップ 1のノードに HX Data Platformインストーラ OVAをダウンロードします。

ステップ 3 ovftoolコマンドを使用して、ダウンロードした HXデータプラットフォームインストーラ OVAを展開
します。次に例を示します。
root@server:/tmp/test_ova# ovftool --noSSLVerify --diskMode=thin
--acceptAllEulas=true --powerOn --skipManifestCheck --X:injectOvfEnv
--datastore=qa-048-ssd1 --name=rfsi_static_test1 --network='VM Network'
--prop:hx.gateway.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.1
--prop:hx.DNS.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.1.8
--prop:hx.ip0.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.36
--prop:hx.netmask0.Cisco_HX_Installer_Appliance=255.255.248.0
/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova
vi://root:password@esx_server

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
3

Cisco HyperFlex Systems の設定
静的 IP アドレスによる HX データプラットフォームインストーラ OVA の展開



このコマンドでは、HXデータプラットフォームインストーラが展開され、HXデータプラットフォーム
インストーラ VMの電源が入り、最初の起動時に指定された静的 IPアドレスが設定されます。以下は処
理応答の例です。

Opening OVA source:
/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova
Opening VI target: vi://root@esx_server:443/
Deploying to VI: vi://root@esx_server:443/
Transfer Completed
Powering on VM: rfsi_static_test
Task Completed
Completed successfully

DNSはインストーラ VMから到達可能である必要があります。静的 IPアドレスが正常に設定されるため
に必要なコマンドオプションは以下のとおりです。

説明コマンド

HXデータプラットフォームインストーラ VM
の展開後に電源を投入します。

powerOn

HXデータプラットフォームインストーラ VM
にスタティック IPのプロパティを挿入します。

X:injectOvfEnv

適切なゲートウェイ IPアドレスを指定します。prop:hx.gateway.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.1.

適切な DNS IPアドレスを指定します。prop:hx.DNS.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.1.8.

適切なインストーラの静的 IPアドレスを指定し
ます。

prop:hx.ip0.Cisco_HX_Installer_Appliance=10.64.8.36.

適切なネットマスクアドレスを指定します。prop:hx.netmask0.Cisco_HX_Installer_Appliance=255.255.248.0.

HXデータプラットフォームインストーラ OVA
の送信元アドレス。

/opt/ovf/rfsi_test/Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v1.7.1-14786.ova.

HXデータプラットフォームインストーラ VM
がインストールされる宛先 ESXサーバ。適切な
ESXサーバのルートログインクレデンシャルを
含めます。

vi://root:password@esx_server.
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Cisco HX Data Platform インストーラへのログイン
HXデータプラットフォームソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザで、HXデータプラットフォームインストーラがインストールされた VMの URLを入力しま
す。

このアドレスは、前述の項「Deploying HX Data Platformインストーラの展開」から入手します。たとえ
ば、http://10.64.4.254などとします。

ステップ 2 クレデンシャルを使用します。

ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

EULAを読みます。[利用規約に同意します（I accept the terms and conditions）]をクリックします。

右下隅に記載された製品バージョンが正しいことを確認します。[ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 3 HX Data Platformインストーラの [ワークフロー（Workflow）]ページが表示されます。このページには、
ワークフローのオプションが 3つ表示されます。

1 HyperFlex（FI）を使用したクラスタの作成。

2 HyperFlex Edgeを使用したクラスタの作成：HXノードと ESXiを設定し、Edgeサイト用の HXデータ
プラットフォームソフトウェアを展開するには、このボタンをクリックします。詳細なインストール

手順については、『HyperFlex Edge deployment guide』を参照してください。

3 クラスタ展開

• [クラスタの作成（Cluster Creation）]：UCS Manager、ESXiを設定して HX Data Platformソフトウェ
アを導入する場合は、このボタンをクリックします。

• [クラスタの展開（Cluster Expansion）]：コンバージドノードおよびコンピューティングノードを既
存のストレージクラスタに追加する場合は、このボタンをクリックし、表示される [クラスタを展開
する（ExpandCluster）]ページでデータを入力します。詳細については、「CiscoHyperFlex Systemク
ラスタの展開」を参照してください。

新規クラスタを作成するために [クラスタの作成（ClusterCreation）]オプションを選択し、[続行（Continue）]
をクリックします。

HX データプラットフォームインストーラの終了
ログインしている間は、HXデータプラットフォームインストーラを使用可能です。任意の時点
でHXデータプラットフォームインストーラを終了するには、ログアウトする必要があります。
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

右上の [ナビゲート（Navigate）]ボタンに移動して、[ログ
アウト（Logout）]を選択します。

ステップ 1   

HXデータプラットフォームインス
トーラのウェルカムページに戻りま

す。

再ログインするには、新しいブラウザウィンドウを開き、

ログインクレデンシャルを入力します。

ステップ 2   

Syslog の設定
syslogの一元的なリポジトリにすべてのログ情報を送信することをお勧めします。

永続ログには、SDカードから起動するHX220cM4ノードとコンピューティング専用ノード上
に syslogが必要です。

注目

ステップ 1 vCenter Web Clientから、[管理（Administration）] > [展開（Deployment）] > [システム設定（System
Configuration）] > [サービス（Services）] > [VMware Syslogサービス（VMware Syslog Service）]を選択し
ます。vCenter syslogサービスが実行している（State: Running）かどうかを確認します。

ステップ 2 ESXiシェルに対して SSHを行い、次のコマンドを実行します。
a) esxcli system syslog config set --loghost='udp://vcenter-ip'
b) esxcli system syslog reload
c) esxcli network firewall ruleset set -r syslog -e true
d) esxcli network firewall refresh

ステップ 3 クラスタ内のすべての ESXiホストに対してステップ 1～ 2を繰り返します。
ステップ 4 ログが vCenter Server Appliance（vCSA）上の /storage/log/vmware/esx/フォルダ内に受け取られているこ

とを確認します。

（省略可能）ネットワークダンプコレクタを設定します。詳細については、VMware KBの「Configuring
the Network Dump Collector service in vSphere 5.x/6.0 (2002954)」を参照してください。

HyperFlex クラスタの設定
この手順では、Cisco HX Data Platformを使用する Cisco HyperFlexクラスタをインストールおよび
設定します。
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工場でインストールされた ESXiはシステム設定をリセットしないでください。そのようにす
ると工場出荷時設定が失われ、インストールが失敗することになります。

注意

ステップ 1 HX Data Platform Plug-inを起動します。
a) Webブラウザで、Cisco HX Data Platformインストーラ VMの IPアドレスまたはノード名を入力しま
す。Cisco HX Data Platformインストーラログインページが表示されます。

b) ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。
ユーザ名：root

パスワード：Cisco123

c) EULAを読んで、[条件に同意します（I accept the terms and conditions）]チェックボックスをオンにし
ます。

d) [ログイン（Login）]をクリックします。[ワークフロー（Workflow）]ページが表示されます。

ステップ 2 [ワークフロー（Workflow）]ページで、[HyperFlex（FI）でのクラスタ作成（Cluster CreationwithHyperFlex
（FI））]を選択します。[続行（Continue）]をクリックすると、[クレデンシャル（Credentials）]ページ
が表示されます。

ステップ 3 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに値を入力します。
クラスタ作成を実行するために、必要な設定データとともに JSONファイルをインポートすることもでき
ます。次の 2つの手順は、JSONファイルをインポートする場合はオプションです。インポートしない場
合には、データを必須フィールドに手動で入力することになります。

初めてのインストールでこのオプションを使用するには、ファクトリプレインストール JSON
ファイルの調達についてシスコの担当者に問い合わせてください。

（注）

1 [ファイルの選択（Select a file）]をクリックして、使用する JSONファイルを選択して設定
をロードします。[設定の使用（Use Configuration）]を選択します。

2 Cisco UCS Manager用にインポートした値が異なる場合は、[インポートした値の上書き
（Overwrite Imported Values）]ダイアログボックスが表示されます。[検出された値を使用
（Use Discovered Values）]を選択します。

説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル（UCS Manager Credentials）

例：10.193.211.120。UCS Managerホスト名（UCS Manager Hostname）

<admin>ユーザ名。[ユーザ名（Username）]

<root>パスワード。[パスワード（Password）]

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）
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説明フィールド

vCenterサーバのサーバ名または IPアドレス。例：
10.193.211.120。

（注） • vCenter Server入力は、入れ子になっ
た vCenterを構築する場合には省略
可能です。詳細については、『Nested
vCenter TechNote』を参照してくださ
い。vCenter Serverは、クラスタが動
作可能になる前に必要です。

• vCenterアドレスとクレデンシャル
は、vCenterへのルートレベルの管
理者権限が必要です。

vCenter Server

<admin>ユーザ名。例：
administrator@vsphere.local。

[ユーザ名（Username）]

<root>パスワード。Adminパスワード（Admin Password）

ハイパーバイザのクレデンシャル

<admin>ユーザ名。これはファクトリノードのルー
トです。

Admin Username

<root>パスワード。これはファクトリノードの
Cisco123です。

Adminパスワード（Admin Password）

ステップ 4 [続行（Continue）]をクリックします。[サーバ選択（Server Selection）]ページが表示されます。右側の
[設定（Configuration）]ペインには、使用された [クレデンシャル（Credentials）]の詳細リストが表示され
ます。

ステップ 5 [サーバ選択（Server Selection）]ページでは、[関連付けなし（Unassociated）]の下に関連付けがない HX
サーバのリスト、[関連付けあり（Associated）]の下には検出されたサーバのリストが表示されます。 [関
連付けなし（Unassociated）]からサーバを選択し、HyperFlexクラスタに含めます。
HXサーバがこの一覧に表示されていない場合、CiscoUCSManagerを調べてそれらが検出されていること
を確認します。

サーバごとに、[アクション（Actions）]ドロップダウンリストを使用して、以下を設定できます。

• [KVMコンソールの起動（LaunchKVMConsole）]：CiscoHXデータプラットフォームインストーラ
から直接 KVMコンソールを起動するには、このオプションを選択します。

• [サーバの関連付け解除（Disassociate Server）]：サービスプロファイルをそのサーバから削除するに
は、このオプションを選択します。
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関連付けられていないサーバがない場合は、次のエラーメッセージが表示されます。「関連付け

られていないサーバが見つかりません。UCS Manager にログインして、サーバ ポートが有効であることを確認して

ください。（No unassociated servers found.Please login to UCS Manager and ensure server

ports are enabled.）」

（注）

[サーバポートの設定（Configure Server Ports）]ボタンを使用することで、新しいすべての HXノードを
検出できます。一般に、設定を開始する前に Cisco UCS Managerでサーバポートを設定します。

ステップ 6 [続行（Continue）]をクリックします。[UCSマネージャの設定（UCSManagerConfiguration）]ページが表
示されます。

ステップ 7 [UCSマネージャの設定（UCS Manager Configuration）]ページで、ネットワークごとに次のフィールドに
値を入力します。

説明フィールド

VLANの設定

次の各ネットワークのサブネットと VLANを分離しま
す。

（注）

VLAN for ESXi and HyperFlex management

名前：hx-inband-mgmt

デフォルトの VLAN ID：3091

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for HyperFlex Storage traffic

名前：hx-storage-data

デフォルトの VLAN ID：3092

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM vMotion

名前：hx-vmotion

デフォルトの VLAN ID：3093

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

VLAN for VM Network

名前：hx-vm-network

デフォルトの VLAN ID：3094

VLAN名

VLAN ID（Admin. VLAN ID）

MACプール

MACプールプレフィックス。

プールプレフィックスを完成させる 2つの 16進数
文字を入力します。たとえば、00:25:B5:A0などで
す。

MAC Pool Prefix
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説明フィールド

hx-ext-mgmt IP Pool for Out-of-Band CIMC

HyperFlexノードに指定された IPアドレスの範囲。
これは、ゲスト VLANの値のカンマ区切りリスト
にできます。たとえば、10.193.211.124-127,
10.193.211.158-163などとします。

IPアドレスを制限して制御するために、
サブネットを適切なレベルに設定します。

たとえば、255.255.0.0です。

（注）

ゲートウェイの IPアドレスを入力します。たとえ
ば、10.193.0.1です。

IPブロック

Subnet

デフォルトゲートウェイ（Default gateway）

iSCSI Storage

iSCSIストレージを設定するには、オンにします。[iSCSIストレージを有効にする（Enable iSCSI
Storage）]チェックボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSIvNICに関連付けらているVLANの名前。

VLAN A名

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
で、iSCSI vNICに関連付けらている VLANの ID。

VLAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、
iSCSI vNICに関連付けらている VLANの名前。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、
iSCSI vNICに関連付けらている VLANの ID。

VLAN B ID

FCストレージ

FCストレージを有効にするには、オンにします、[FCストレージを有効にする（Enable FC Storage）]
チェックボックス

WWノード名およびWWポート名の両方を含む
WWNプール。それぞれのファブリックインターコ
ネクトに対し、WWPNおよびWWNN用のWWxN
プールが作成されます。

WWxNプール

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-aに設定されています。

VSAN A名
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説明フィールド

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使用
されているVSANIDを入力しないでくださ
い。UCSゾーニングを使用し、インストー
ラに VSAN IDが入力されている既存の
VSAN IDがある場合、その VSAN IDの既
存の環境ではゾーニングが無効になります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-bに設定されています。

VLAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
ネットワークに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで現在使用
されているVSANIDを入力しないでくださ
い。UCSゾーニングを使用し、インストー
ラに VSAN IDが入力されている既存の
VSAN IDがある場合、その VSAN IDの既
存の環境ではゾーニングが無効になります。

注意

VSAN B ID

詳細設定（Advanced）

HXサーバに関連付けるUCSファームウェアのバー
ジョン。たとえば、3.1(3c)などです。

UCS Firmware version

特定のクラスタ内のHXサーバのグループに適用名
前。これはユーザ定義の名前です。これは、各サー

ビスプロファイルにユーザラベルとしてこの名前

を追加します。

HyperFlex Cluster Name

HXクラスタを作成する対象のサブ組織の名前。名
前はクラスタごとに一意にする必要があります。

組織名

[設定（Configuration）]ペインで VLAN、MACプール、IPアドレスプールの情報を確認しま
す。これらのVLAN IDは、環境に応じて変更できます。デフォルトでは、インストーラによっ
て VLANが非ネイティブとして設定されます。トランク設定を適切に適用することで、非ネイ
ティブ VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定する必要があります。

（注）

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックします。[ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページが表示
されます。次のフィールドに入力します。
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再インストール場合や、ESXiネットワーキングが完了している場合は、この手順で説明したフィー
ルドの入力を省略できます。

注目

説明フィールド

Configure Common Hypervisor Settings

IPアドレスを制限して制御するために、サブネット
マスクを適切なレベルに設定します。たとえば、

255.255.0.0です。

サブネットマスク

ゲートウェイの IPアドレス。たとえば、10.193.0.1
です。

ゲートウェイ

DNSサーバの IPアドレス。

DNSサーバがない場合は、HXデータプラット
フォームインストーラの [クラスタの設定（Cluster
Configuration）]ページのいずれのフィールドにも
ホスト名を入力しないでください。すべての ESXi
ホストに静的 IPアドレスとホスト名のみを使用し
ます。

DNSサーバ

HXノードの静的 IPアドレスとホスト名。

IPアドレスを順次配列させるには、[シーケンシャ
ルにする（Make themSequential）]をオンにします。

ドラッグアンドドロップを使用してサー

バを並べ替えることができます。

（注）

Hypervisor Settings

ステップ 9 [続行（Continue）]をクリックします。[IPアドレス（IP Addresses）]ページが表示されます。各 HXノー
ドでは、ハイパーバイザ管理 IPアドレスとデータ IPアドレスの次のフィールドに値を入力します。IPア
ドレスの場合は、その IPアドレスが属するネットワーク（データネットワークまたは管理ネットワーク）
を指定します。

必ず [IPアドレスをシーケンシャルにする（Make IP Addresses Sequential）]を選択します。

説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザ管理ネットワーク接続を処理する静的 IPアド
レスを入力します。

Management Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラVM管理ネットワーク接続を処理する静
的 IPアドレスを入力します。

Management Storage Controller
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説明フィールド

ESXiホストとストレージクラスタ間のハイパーバ
イザデータネットワーク接続を処理する静的 IPア
ドレスを入力します。

Data Hypervisor

ストレージコントローラ VMとストレージクラス
タ間の HXデータプラットフォームストレージコ
ントローラ VMデータネットワーク接続を処理す
る静的 IPアドレスを入力します。

Data Storage Controller

[ハイパーバイザ（Hypervisor）]、[ストレージコントローラ VM（管理）（Storage Controller VM
（Management））]、[ハイパーバイザ（データ）（Hypervisor（Data））]、および [ストレージコント
ローラ VM（Storage Controller VM（Data））]列の最初の行に IPアドレスを入力すると、Cisco HXデー
タプラットフォームインストーラによって、他のノードのノード情報に増分自動入力が適用されます。

ストレージクラスタ内のノードの最小数は3です。それより多くのノードがある場合は、[追加（Add）]
ボタンを使用して、アドレス情報を指定します。

コンピューティング専用ノードは、ストレージクラスタを作成してからでないと追加できま

せん。

（注）

HXデータプラットフォームストレージクラスタ
の管理ネットワーク IPアドレスを入力します。

クラスタ管理 IPアドレス

HXData Platformストレージクラスタのデータネッ
トワークの IPアドレスを入力します。

Cluster Data IP Address

ここで指定した各 IPアドレスは、ストレージクラスタ内の 1つのノードに適用されます。ノードが利
用不能になった場合、影響を受けた IPアドレスがストレージクラスタ内の別のノードに移動されます。
すべてのノードに、これらの IPアドレスを受け入れるように設定されたポートが必要です。

VLANと vSwitchについてのサブネット情報を入力
します。「ネットワークVLANおよび vSwitchの要
件」の項を参照してください。

管理ネットワークのネットワーク値を入力します。

たとえば、255.255.255.0です。

管理サブネットマスク（Management SubnetMask）

データネットワークのネットワーク値を指定しま

す。たとえば、255.255.255.0です。
Data Subnet Mask

管理ネットワークのネットワーク値を指定します。

たとえば、10.193.0.1です。
管理ゲートウェイ

データネットワークのネットワーク値を指定しま

す。たとえば、10.193.0.1です。
データゲートウェイ

Cisco HyperFlex Systems リリース 2.5 スタートアップガイド
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ステップ 10 [続行（Continue）]をクリックします。[クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページが表示されます。
作成中のストレージクラスタの次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco HX Cluster

HXデータプラットフォームストレージクラスタ
の名前。

クラスタ名（Cluster Name）

ストレージクラスタ間のデータの冗長レプリカの

数。これは 2個または 3個の冗長レプリカになりま
す。

•ハイブリッドサーバ（SSDおよび HDDを含
むサーバ）の場合、デフォルト値は 3です。

•フラッシュサーバ（SSDのみを含むサーバ）
の場合は、2または 3を選択します。

•稼働ワークロードには 3を推奨します。

[リプリケーションファクタ（Replication Factor）]
ドロップダウンリスト

デフォルトの管理者ユーザ名とパスワードがコント

ローラVMに適用されます。VMは、コンバージド
とコンピューティング専用のすべてのノードにイン

ストールされます。

重要 •コントローラ VMまたはコントローラ
VMのデータストアの名前は変更でき
ません。

•すべてのコントローラ VMに同じパス
ワードが必要です。異なるパスワード

の使用はサポートされていません。

• 1つの大文字、1つの数字、1つの特殊
文字を含み、合計で少なくとも10文字
になる複合パスワードを指定する必要

があります。

•作成するコントローラ VMおよび HX
クラスタにユーザ定義のパスワードを

指定できます。パスワードの文字と形

式の制限事項については、『Cisco HX
Data Platform Management Guide』の
「Guidelines for HXData Platform Special
Characters」の項を参照してください。

Controller VM
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説明フィールド

vCenter Configurations

Cisco HyperFlexクラスタの vCenterデータセンター
の名前。

vCenterデータセンター名（vCenterDatacenterName）

vCenterクラスタ名。vCenterクラスタ名（vCenter Cluster Name）

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

DNSサーバ

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。ホストはすべて、同じ NTPサーバを使用する
必要があります。これは、ストレージコントロー

ラ VMおよび ESXiホスト上で動作するサービス間
のクロック同期に使用されます。

NTPサーバ（NTP Servers）

スケジュールされたスナップショットをいつ取得す

るかを決定する、コントローラ VMのローカルタ
イムゾーン。スケジュールされたネイティブスナッ

プショットの処理はこの設定に基づきます。

[タイムゾーン（Time Zone）]ドロップダウンリス
ト

サービスリクエストを開くときに自動メールを受

け取るには、チェックボックスをオンにします。

自動サポート

ASUPによるトリガー時に SR通知が送信される電
子メールアドレス。

サービスリクエストの通知のための電子メール

高度なネットワーキング

これらの vSwitch名を変更しないでくださ
い。

重要

デフォルトは vswitch-hx-inband-mgmtです。Management vSwitch

デフォルトは vswitch-hx-storage-dataです。Data vSwitch

Advanced Configuration
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説明フィールド

VDI専用環境の場合はこのチェックボックスをオン
にします。

ストレージクラスタの作成後にVDI設定
を変更するには、リソースをシャットダ

ウンまたは移動し、変更を加え、クラス

タを再起動します。

（注）

Virtual Desktop (VDI)（仮想デスクトップ（VDI））

チェックボックスを選択します

ホストのvSwitchおよびvNIC、ならびに各ストレー
ジコントローラ VMでストレージデータネット
ワークのMTUサイズを設定する場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。

デフォルト値は 9000です。

MTUサイズを 9000以外の値に設定する
には、Cisco TACにお問い合わせくださ
い。

（注）

ジャンボフレーム

[ジャンボフレームの有効化（EnableJumboFrames）]
チェックボックス

ストレージクラスタに追加されたすべてのノード

から既存のデータおよびパーティションをすべて削

除するには、このチェックボックスをオンにしま

す。保持する必要があるデータは、バックアップす

る必要があります。

既存のデータおよびパーティションを削

除するには、このオプションを選択しま

す。

（注）

これは、手動で準備されたサーバ用です。工場で準

備されたシステムにはこのオプションを選択しない

でください。工場で準備されたシステムのディスク

パーティションは正しく設定されています。

ディスクパーティション

Clean up Disk Partitions

この情報は、SSO URLが到達可能でない場合のみ
必要です。

vCenter Single sign on Server

（注）

[vCenter Server] > [管理（Manage）] > [詳細設定（Advanced Settings）] > [key config.vpxd.sso.sts.uri]にナビ
ゲートして、vCenterで SSO URLを見つけることができます。

ステップ 11 [開始（Start）]をクリックします。[進捗（Progress）]ページに、さまざまな設定タスクの進捗状況が表示
されます。

確認に関する警告を無視しないでください。

詳細については、「警告」を参照してくださ

い。

注意
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次の作業

一部の検証エラー（無効な ESXiパスワード、正しくない NTPサーバ、不正な SSOサーバ、また
は他の誤った入力）では、パラメータの再入力が必要になる場合があります。[値の再入力（Re-enter
Values）]をクリックして [クラスタの設定（Cluster Configuration）]ページに戻り、問題を解決し
ます。

完了すると、HyperFlexサーバがインストールされて設定されます。展開されたクラスタステー
タスは、[オンライン（Online）]および [正常（Healthy）]のステータスを表示します。

必要に応じて、[HyperFlex Connectの起動（Launch HyperFlex Connect）]をクリックし、データス
トアを作成してクラスタを管理します。

GPU を搭載した HyperFlex ノードの設置
GPUを搭載した HyperFlexノードを設置するときには、特定の BIOSポリシーの変更が必要にな
ります。サポート対象のすべてのGPUカードでは、4 GBを超えるメモリマップ I/O（MMIO）を
許可する BIOS設定を有効にする必要があります。詳細については、『サポート対象のすべての
GPUの要件』を参照してください。

HyperFlex クラスタ作成後の GPU の設置

クラスタを作成した後に GPUを設置する場合は、BIOSポリシー設定が有効になるように、サー
バに関連付けられているサービスプロファイルを変更する必要があります。

BIOS設定を有効にするには、『CiscoUCSManager制御サーバ』の詳細な説明に従います。ステッ
プ 3に指定されているように、4 GB構成を超えたメモリマップ I/Oを [有効（Enabled）]に設定
します。

HyperFlex クラスタ作成前の GPU の設置

クラスタを作成する前にGPUカードを設置する場合は、クラスタの作成時に、詳細ワークフロー
を選択します。

1 HXData Platformインストーラページで、[操作内容を理解しているのでワークフローをカスタ
マイズします（I know what I'm doing, let me customize my workflow）]を選択します。

2 [UCS Manager設定の実行（Run UCS Manager Configuration）]をオンにし、[続行（Continue）]
をクリックします。

HyperFlexノードに必要なサービスプロファイルが作成されます。

3 BIOS設定を有効にするには、『Cisco UCSManager制御サーバ』の詳細な説明に従います。ス
テップ 3に指定されているように、4 GB構成を超えたメモリマップ I/Oを [有効（Enabled）]
に設定します。
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4 HXData Platformインストーラページの詳細ワークフローに戻って [ESX設定の実行（Run ESX
Configuration）]、[HXソフトウェアの導入（Deploy HX Software）]、および [HXクラスタの作
成（Create HX Cluster）]を続行して、クラスタの作成を完了します。

HyperFlex クラスタの作成に関する考慮事項

HX Data Platform インストーラタスク

HX Data Platformインストーラは、次のタスクを実行します。

•ハイパーバイザの設定。

• ESXiホストの準備。

•ストレージコントローラ VMの導入。

•確認検査の実行。

•クラスタ作成ステータスの表示。

インストーラのナビゲーション支援ボタン

•設定のエクスポート（ExportConfiguration）：下向きの矢印アイコンをクリックすると、JSON
設定ファイルをダウンロードできます。

•テクニカルサポート（Tech Support）：疑問符アイコンをクリックして、HyperFlex Data
Platformソフトウェアバージョンに関連する詳細を表示します。Cisco TAC用にテクニカル
サポートバンドルを作成するには、[新しいバンドルの作成（Create New Bundle）]をクリッ
クします。

•変更の保存（SaveChanges）：円のアイコンをクリックすると、HyperFlexクラスタ設定パラ
メータに加えられた変更を保存できます。

•設定（Settings）：歯車のアイコンをクリックすると、[初めからやり直す（Start over）]また
は [ログアウト（Log Out）]を実行できます。

説明

•完全なクラスタの作成ワークフローが選択された場合、UCS Managerの設定に基づいて、
VLANが自動的に ESXiに設定されます。

•導入とクラスタ作成のみが選択されている場合には、管理ネットワークとデータネットワー
クの VLAN IDを入力できます。

警告およびエラーメッセージ

• UCSMの設定とハイパーバイザの設定は正常に完了したものの、導入またはクラスタ作成は
失敗した：[設定アイコン（Settings Icon）] > [初めからやり直す（Start Over）]をクリックし
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ます。[操作内容を理解しているのでワークフローをカスタマイズします（I know what I'm
doing, let me customize my workflow）]を選択すると、障害が発生した時点からクラスタの設
定を開始できます。

•値の再入力のために戻ると、IPアドレス画面が空白になっている：IPアドレスを手動で追加
します。このページの [サーバの追加（Add Server）]をクリックすると、クラスタに含める
サーバをそれぞれ追加し、すべての IPアドレスを再入力できます。

• DNSがインストーラVMに正しく設定されていない（SSOエラー）ときに、サーバ到達可能
性の問題が見られる：[SSO]フィールドを手動で編集し、FQDNの代わりに IPアドレスを使
用するか、DNS設定をトラブルシューティングして修正します。

•別のクラスタを作成するときに、Cisco HyperFlexバージョンに一致する Cisco UCS Manager
バージョンが選択されるようにする：一致するバージョンが選択されない場合は、正しい

バージョンを手動で入力します。

現在の互換性マトリックスについては、『CiscoHXData Platformのリリースノート』のソフ
トウェアバージョンの表を参照してください。
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